
第 3章

計画の「基本方針」と
「具体的な取組の方向性」



基本方針　1 全ての子どもがあらゆる機会と場所において、自主的に
読書活動ができる環境の充実

具体的な
取組の方向性

地域、図書館、学校等との連携による読書環境・
読書機会の充実
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基本方針　2 全ての子どもに対する個々の状況に応じた読書活動の支援

具体的な
取組の方向性

（１）乳幼児

全ての子どもに対する発達段階等に応じた読書活動の
支援

読み聞かせで多くの本に触れ、本が好きになり、
身近に感じることができるようにする。
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（２）小学生 目的を持って読書を行い、他人に伝えられるように
する。

（３）中・高校生等 読書活動を通じて自己の向上につながるよう、課題解決
のための読書や学習が主体的にできるようにする。
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（４）�特別な支援を
必要とする	
子ども

①障害等のある子ども
　読書に親しめるよう、個々の状況に応じて支援する。

②外国語を母語とする子ども
　読書に親しめるよう、外国語資料等を充実する。
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基本方針　3 子ども読書活動推進の基盤整備

具体的な
取組の方向性 地域における子ども読書活動推進の基盤整備
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